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【研究要旨】 

 本研究の目的は本邦初の小児の胃食道逆流症(GERD)の全国調査を実施し、現状を把握する

ととともに難病指定が必要な難治性GERD症例の病態分析と症例の抽出である。更に、収集

データを基に小児GERD診療ガイドラインの策定を目指す。 

全国アンケート調査に先立ち、一次・二次調査票を作成した。小児GERDに合致する症例を全

て集計した中から難治性GERDに該当する症例を抽出する方式とした。しかし、コアメンバー会

議でアンケート調査について様々な意見が出たため、アンケート調査内容について検討を繰り

かえした。特に、難治性GERDの定義について意見がわかれたため、小児外科主要施設に難治性

GERDについての意見を求める事前調査を行った。今後、難治性GERDについて明確な定義を作成

した上で小児のGERDの全国調査を行う予定である。 

 

Ａ．研究目的 

胃食道逆流 (GER)とは非随意的な胃から食道

への胃内容物の逆流のことであり、そのうちな

んらかの症状や病的状態が惹起される状況が胃

食道逆流症(GERD)と定義されている。健常小

児においては4か月以下の乳児で約50％、1才以

下では5－10％に嘔吐を主症状とするGERDが

みられるが、成長と共に改善していくと報告さ

れている。一方で重症GERDを高率で発症する

疾患、いわゆるGERDハイリスク疾患が存在

し、食道閉鎖症、先天性横隔膜ヘルニア、重症

心身障がい児などでは内科的・外科治療が必要

となることが多い。2005年に発表された小児胃

食道逆流症診断治療指針では24時間pHモニタ

リングによるpH 4.0未満の時間率(pH Index)の

カットオフ値が4.0%がとされたが、明確な診断 

 

基準は示されていない。実際に適用されている

GERD診断基準は施設により異なり、実際に行

われている治療法も一定ではない。難治性

GERD症例も存在すると考えられるが実態は不

明である。 

 本研究の目的は小児におけるGERDの全国  

調査を実施し、本邦での現状を把握すると共

に、難病指定が必要な難治性GERDの抽出と病態

分析を行うことである。更に、全国調査収集

データを基に小児胃食道逆流症診断治療指針の

見直しを行い、現状に適した治療指針作成と小

児難治性GERDの診断基準策定を目標とする。 

 

Ｂ．研究方法 

小児GERDの現状についての全国一次アン

ケート調査を行い、集計された症例を分析し、
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難病指定が必要と考えられる難治性GERDの抽出

と病態分析を行う。 

 

(倫理面への配慮) 

現在、久留米大学倫理委員会への申請書類

作成中であるが、個人情報の保護に関しては患

者の特定が出来ない様情報収集は患者番号で行

い、対応表は各施設で管理する。結果は個人情

報を含まない集計結果を発表する 

 

Ｃ．研究結果 

全国アンケート調査に先立ち、一次・二次調査

票原案を作成した。第1回コアメンバー会議(平

成29年6月4日)においてアンケートで例外を作

らないでGERD症例を抽出して欲しいとの意見が

出たため、小児GERDに合致する症例を全て集計

した中から難治性GERDに該当する症例を抽出す

るアンケート内容とした。第2回コアメンバー

会議（平成29年12月3日）では、該当症例数が

あまりにも膨大でアンケート対応が困難になる

ことが予想されるため難治性症例に限定したほ

うがよいとの意見が多数出た。更に、難治性

GERDについて文献的に明確な定義がないとの意

見も出た。これらの意見を受けて、全国アン

ケート調査を行う前に、小児難治性GERDの定義

及び合致すると考えられる症例について小児外

科主要施設（24施設）に事前調査を行った。調

査項目の概要は①難治性GERDの定義 ②難治性

GERDと考えられる症例の経験の有無、有の場合

の内科治療・外科治療・治療に難渋している点

についてであった。 

次年度では事前調査結果を集計分析し、小児難

治性GERDについてコアメンバー会議でコンセン

サス得た定義を策定する。それに基づいて全国

アンケート調査票の項目の設定を行ったうえで

調査を行う。 

 

Ｄ．考察 

小児GERDの現状調査のための全国アンケー

ト調査項目策定にあたり、アンケート項目が多

岐に渡り過ぎたことと、小児GERDに合致する症

例を全て抽出した中から難治性GERDに該当する

症例を抽出する方式としたため、アンケートへ

の対応が煩雑になる印象を与えてしまった。一

方、難治性GERDに絞って症例を抽出するには、

その定義が明確ではないため、定義自体を明確

にする必要性が生じた。 

 

Ｅ．結論 

小児GERDの現状調査のための初めての全国

調査を行う準備を進めていたが、抽出する該当

症例の設定に紆余曲折があり、全国調査のアン

ケート項目の策定にいろいろな意見が出た。特

に難治性GERDについてコアメンバー会議内で意

見が別れたため、小児外科主要施設に事前調査

を行った。今後はコアメンバー会議で小児難治

性GERDの提議についてコンセンサスを得たうえ

で小児GERD全国調査を行う予定である。 
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